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麻生区ではさまざまなグループや団体が
元気に活動しています。ところが、活動が活
発化すればするほど、悩みとして出てくる
のが、会合や作業、発表の場が少ないこと。
いつも “場探し”に追われているという声
があちこちで聞かれます。
市民活動支援を目的に活動している麻生
まちづくり市民の会のバックアップ部会で
は、区内にある多くの施設がどのように利
用されているのか、一般に開放されている
のかなどについて115箇所の施設を約2年に
わたり調査してきましたが、このほどその
結果を小冊子にまとめました。この調査の
過程で、市民への開放を広げつつある各施
設の実態が見えてきました。
こども文化センターは、本来の目的のほ
かに広く市民の活動の場として開放されて
いますし、老人いこいの家も夜間・休日等の
利用を試み始めています。また、小中学校は
校庭、体育館、教室の一部などを開放してい
ます。さらに、町内会や自治会で管理してい
る自治会館の内、空いているときは一般に
貸し出す会館もあるなど、今後、この流れが
さらに加速することを期待したいと思いま
す。
なお、この小冊子はご協力いただいた施設と公共
施設へ配付します。配付先は麻生市民館・岡上分館・
新百合トウェンティーワン・福祉パルあさお・虹ヶ
丘コミュニティルーム・ヨネッティ王禅寺・麻生ス
ポーツセンター・黒川青少年野外活動センター・老
人いこいの家・こども文化センター・小学校・中学
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校・麻生老人福祉センター・麻生郵便局コミュニ
ティルーム・区民活動支援ルーム・自治会館・集会
所などです。

お問合せ先：麻生まちづくり市民の会事務局　
　麻生区役所地域振興課　電話　965-5116

～『市民の活動の場』ご案内(小冊子)をつくりました～



～「麻生まちづくり市民の会」各部会の活動～

緑・環境小委員会
1．環境チーム
２１ビルのイベントホールで開催された地
域ふれあいまつりに参加し、地球温暖化防
止のための「エコライフ・チャレンジ」の
推進を呼びかける展示と紙芝居を実施しま
した。
2．公園・緑地の維持管理チーム
市の統一美化デーに、小田急さつき台自治
会の参加者約50名と葉積緑地の清掃作業
後、今後の参加呼びかけのチラシ配布を実
施しました。
3．緑地保全のネットワークチーム
市の「かわさき緑の30プラン」改定に市民
意見を提出し、11月4日行政と市民の意見交
換会を実施しました。

福祉・コミュニティ小委員会
麻生こども文化センターまつり開催
　11月13日（日）「防災ってなーに？」を
テーマに実施された麻生こども文化センター
まつりに、市民の会として参加・協力しまし

た。好天の中、施設利用者や地域の方など、
あらゆる年代の人たち250名ほどの参加があり
ました。保育もあり、お母さんたちも安心し
てまつりの立役者として活躍できました。
 　防災グッズのビンゴ大会、防災をテーマに

バス停位置改善小委員会
　新百合ヶ丘駅南口のバス停位置について、
利用者意見反映のための聞き取りアンケート
を10月26・27・29・30の４日間８回に渡って
実施しました。今後は、800余枚のアンケート
もとにしたデータをふまえ、川崎市交通局、
小田急バスと意見交換をする予定です。

したゲーム、防災紙芝居、炊き出しを想定し
た“ヤミナベ”やアルファ米の試食、そし
て、実際に不要家具を燃やしての消火体験な
ど、子どもだけでなく、大人も興味深い企画
が満載でした。ねらいは、祭りを通じて地域
の繋がりをつくることです。こども文化セン
ターを使っているものどうし、近所に住んで
いるものどうし、いざと言う時に、協力して
助け合うことが、 防災の基本です。
　参加した方の感想は「気持ちよく楽しめ
た」「まったく知らないご近所とも話しが出
来た」「子供と大人の異世代間の交流も出来
た」など、ねらい以上の結果になりました。
　主催の運営協議会へ市民の会から参加した
のは6月、企画のアイデアを出すところから協
力してきました。8月「防災を通じて地域のつ
ながり」というテーマでコミュニティフォー
ラムを開催、9月“空き缶コンロ作り”の講習
会の開催を経てこの日の開催になりました。



川越の蔵づくりの町並み

区民活動支援ルーム運営委員会
　「区民活動支援ルームだより」17号は利用
団体特集号を組みました。紙面も通常のＡ４
両面刷り２頁を４頁にしました。バラエ
ティーに富んだ８団体の日頃の活動の様子が
団体の方自身による生き生きとした文章で紹
介されています。今後もこの企画が続き、情
報交換、相互交流のきっかけになることを期
待しています。
　11月9日には、「高津区民活動ルーム」の運
営に携わる方たちと職員が来訪され、懇談会
が行われました。スタートして１年の高津区
民活動ルームの皆さんとの活発な意見交換が
行われました。
交流会・学習会などの企画・実行小委員会
　達人シリーズ「組織運営の達人になろう」
３回目『ＮＰＯを知ろう』を10月22日に開催
しました。講師は、民設民営の市民活動支援
事業で知られるアリスセンター事務局長の川
崎あやさん。豊富な経験に基づく事例を盛り
込んでのわかりやすいお話が大好評でした。
　11月26日には４回目ワークショップ『運営
のための組織とルール』を開催します。会場
参加型ディベートと表現できる旗揚げゲーム
を採用。シナリオ作りからファシリテータ、
論者などすべて会員の手作りワークショップ
にするために奮闘しています。
情報検討小委員会
　平成16年度から現在まで9回にわたって実施
してきた講習会は平成18年1～２月のエクセル
初級コースで終了します。そこで、これまで
実施してきた「麻生まちづくり市民の会パソ
コン講習会」の活動実績をもとに話し合い当
小委員会の役割は、「麻生まちづくり市民の
会会員が市民活動で情報を活用できる環境整
備を行う」ことが改めて確認されました。

麻生まちづくり学校活動報告
■第２回講座(10月19日)：視察
　視察先は、市民防災まちづくり学校で全国
的に知られる国分寺市と、蔵造りの町並みの

景観保存を市民
主体( その中核
はＮＰＯ法人川
越蔵の会) で受
け継いでいる川
越市。共に20年
を超える活動実
績を持ち、まち
づくりを考え、
進めていく上
で、他都市の良
いモデルになっ
ています。来年
度からの本格的

活動を前に何を学び、学んだことをどのよう
に反映させていくか参加者(23名)にとっても
多くのヒントや課題を見出した視察になりま
した。
■第３回講座(11月5日)「首都圏のグランドデ
ザインと首都高速道路の役割」
　首都高速道路(株)計画・環境部長の安藤憲
一さんを講師に迎え、首都圏の現況から将来
像としての東京圏の環状道路計画と整備方
針、麻生区の都市・交通特性などのテーマに
ついて話していただきました。麻生まちづく
り学校側からは区民提案としてまとめた「交
通ネットワーク」についての考え方、提案の
概要を説明、講師との意見交換もありまし
た。また、会場からは、みどりの保全との関
連で質問が出ました。この点については、区
民提案で、“一歩先を行く緑縁区(みどりとえ
にしのタウン)あさお” を20年後のイメージ
として描き、環境面・社会面・経済面からの
持続可能なまちづくりを大きな目標として掲
げています。今後の講座運営の中で基本姿勢
を理解していただく努力がさらに必要になる
でしょう。
□第4回講座(12月3日)テーマ「防災について」
□第5回講座(18年2月4日)テーマ「環境について」

落書き消し小委員会
　11月15日にあさお落書き消し隊のメンバー
が、前回(8月23日)のやり残しや新たに書き加
えられたところを消しました。年に４回くら
いは行った方がよいのではないかという意見
も出ています。



　小泉内閣の認証式で、目の醒めるような真っ青のドレスを着た大臣がおられました。衣裳
のカラーで、見事に彼女の存在感と内閣の新鮮さをアピールしました。
　広報を担当し3年目、あと2回で任期。編集者一同「目の醒めるような」ステキな記事を・・
・と。（矢澤）

編集後記

　「(仮称)新しい市民利用施設」の基本計画素
案について、11月30日午後６時半から開催され
る第13回市民検討委員会の席上で、川崎市から
報告されます。この基本計画素案は、建物の
概要と主な運営方針に関するもので、市民検
討委員会での意見交換を経て、年内には確定
される予定です。
　市民検討委員会では、平成19年4月の開館を
目指して、今後運営に関する詳細な検討に取
組みます。

＜会議予定＞
まちづくり市民の会運営委員会(2005年12月8日14:00～)
次期組織検討委員会 (2005年11月25日14:00～)
実践部会（2005年12月1日14：00～）
パートナーシップ推進部会（2005年12月2日18:30～）
バックアップ部会（2005年12月7日14:00～）
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　10月9日区役所一帯で開催された「あさお区
民まつり」において、麻生まちづくり市民の
会は、展示ＰＲコーナーのテントで活動紹介
パネル展示をしました。
　また、実践部会の緑・環境小委員会は「や
さしいエコライフチャレンジ・アンケート」

を実施しました。このアンケートに注目をし
てもらうためピエロに活躍してもらいまし
た。前日夕の準備時に雨が降り、当日も雨が
断続的に降りましたが、入場者はかなりあり
アンケートも目標数を達成しました。

　市民の会では、来年度以降のあり方につい
て、次期組織検討委員会を設置して検討して
います。
　次期組織の骨格については８月に「中間報
告」の形でまとめましたが、その後の検討課
題は３項目です。
１、他団体との連携のあり方
２、まちづくり学校との最終調整
３、会則および付帯事項の検討
　特に「他団体とのあり方」については町会
連合会の方々にご意見をお伺いする場を設け
させていただき、その結果を受けて再度検討
する予定です。12月8日の運営委員会に報告す
る予定です。
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